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要 旨 

本研究は，中学校と工業高等学校の連携を念頭に，工業高等学校の「課題研究」において，中学生が

活用する 3DCAD に関するマニュアルを作成するとともに，工業高校生が中学生の設計学習を支援する

実践事例を報告するものである。工業高等学校の「課題研究」の学習活動は，①中学生が学習する 3DCAD
に関する操作方法を習得する，②簡易 3DCAD マニュアル，練習問題ヒント集を作成する，③中学生へ

の指導の準備として，小学生向けの 3DCAD 教室を実施する，④中学生の 3DCAD を活用した設計の授

業に出向き，中学生への学習指導の支援を行う，⑤これまでの取り組みを振り返り「課題研究」のレポ

ートを作成する，などである。実践の結果，工業高校生の支援によって，中学生は 3DCAD を利用した

設計の授業を意欲的に取り組み，3DCAD の適切な使い方を習得した。また，支援を行った工業高校生

は「課題研究」に取り組む意欲の向上が確認された。 
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要 旨 
令和 4 年度に，高校生が小学生の視線で授業設計した小学生プログラミング教室を実施した。実施に

あたり，講師は，本校の高校 2 年生 11 名が担当した。プログラミングの学習環境は，Microsoft が開発

した MakeCode を用いて，ワンチップ・マイコンである micro:bit を制御対象とした。休憩時間中と，授

業終了時に実施したアンケートの結果も報告する。 
キーワード：micro:bit，MakeCard，小学生，高校生，プログラミング，情報教育 
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要 旨 
近年，技術革新の急激な進展により，Society5.0 の世界が徐々に我々の生活に浸透している。その中で

も，画像認識は，医療現場，災害救助あるいは家庭でのエンターテイメントに至るまで幅広く利用され

ている。そこで，画像認識技術を用いて，色（カラーマーカー）を識別して制御する機能やライントレ

ースするロボットを製作した。本研究では，その製作方法や仕組み，実装した機能の選定方法や理由な

ど，具体的に論じる。 
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